
2.7%

24.9%

42.2%

30.2%

か
な
り
苦

し

い

や
や
苦

し

い

ま
あ
ま
あ
だ

ゆ

と
り

が
あ
る

3.2

1

12.4

26.5

13.5

38.9

１
万
円
未
満

１
万
円

２
万
円

３
万
円

４
万
円

５
万
円
以
上

管理職
2%

無回答
1%

パート
14%正社員

67%

派遣・請
負
16%

「
か
な
り
」
と
「
や
や
」
で
苦
し

い
の
七
二
％
は
、
昨
年
と
同
程
度
。

電
機
各
社
と
比
べ
１
０
％
も
高
く

生
活
苦
感
が
固
定
化
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
七
七
％
が
三

万
円
以
上
で
し
た
が
、

今
回
は
生
活
の
厳
し
さ

の
反
映
か
、
八
割
を
超

え
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
役
員
報
酬
は
ア
ッ
プ
、
従
業
員

の
賃
金
は
抑
制
は
？
？
・
正
規

◎
増
税
な
ど
で
生
活
が
苦
し
い
の

で
土
、
日
は
Ｗ
ワ
ー
ク
・
派
遣

◎
雇
用
延
長
制
度
で
勤
務
、
１
５

万
円
は
低
す
ぎ
る
・
シ
ニ
ア

◎
成
果
主
義
賃
金
制
度
に
は
問
題

が
あ
る
と
思
う
・
正
規

◎
せ
め
て
、
派
遣
労
働
者
並
み
の

給
料
が
欲
し
い
で
す
・
パ
ー
ト

◎
職
場
で
長
期
病
欠
の
人
が
増
え

て
い
る
。
対
策
が
必
要
・
正
規

◎
人
員
削
減
で
長
時
間
を
前
提
に

し
た
計
画
の
改
善
を
・
正
規

沖 電 気 の 職 場 を 明 る く す る 会 ２ ０ ０ ８ 年 ２ 月 第 ２ ３ ２ 号
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春
闘
と
は

①
春
の
時
期
に
、
②
労
働
組
合
が

い
っ
せ
い
に
、
③
賃
上
げ
や
労
働

条
件
の
改
善
を
求
め
て
経
営
側
と

交
渉
す
る
こ
と
。
を
示
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
労
働
組
合
は
「
企
業

別
」
に
組
織
さ
れ
て
い
て
、
経
営

側
の
力
が
強
い
の
で
、
補
う
た
め

に
総
労
働
者
要
求
闘
争
（
国
民
春

闘
）
と
し
て
、
５
３
年
前
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
企
業
の
利
益
を
社
会

に
還
元
せ
よ
ー
賃
上
げ
を
柱
に
、

非
正
規
社
員
の
処
遇
改
善
、
時
間

短
縮
な
ど
を
求
め
て
闘
わ
れ
ま
す
。

例
年
３
月
の
第

二
日
曜
日
に
は

関
東
の
三
大
本

山
と
し
て
知
ら

れ
る
高
尾
山
薬
王
院
の
「
大

火
渡
り
祭
」
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
祭
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と

し
て
山
伏
（
や
ま
ぶ
し
）
が

残
り
火
の
上
を
素
足
で
歩
く

「
火
生
三
昧
（
か
し
ょ
う
ざ

ん
ま
い
）
」
の
荒
行
が
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
山
に
は
数
々

の
天
狗
伝
説
も
残
っ
て
い
て
、

天
狗
様
に
願
い
事
を
叶
え
て

も
ら
う
た
め
「
白
い
石
」
に

願
い
事
を
書
く
の
だ
そ
う
だ
。

▼
高
尾
山
の
自
然
は
、
ミ
シ
ュ

ラ
ン
が
三
ツ
星
を
付
け
た
事

で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
一

万
三
千
種
の
植
物
、
五
千
種

の
昆
虫
、
百
五
十
種
の
野
鳥

が
生
息
す
る
、
世
界
遺
産
に

も
匹
敵
す
る
生
き
て
い
る
山

だ
。と

こ
ろ
が
今
、
登
山
人
口

日
本
一
の
こ
の
山
に
ト
ン
ネ

ル
を
通
そ
う
と
す
る
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
も
し
ト

ン
ネ
ル
が
開
け
ら
れ
れ
ば
地

下
水
脈
の
流
れ
は
変
わ
り
、

自
然
環
境
は
壊
滅
的
な
影
響

を
受
け
る
。

▼
さ
て
今
年
の
初
夢
で
天
狗

様
は
、
「
高
尾
山
に
ト
ン
ネ

ル
掘
る
話
に
限
ら
ず
年
金
特

別
便
１
０
０
万
通
の
再
郵
送

や
４
月
か
ら
実
施
予
定
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
、
い
ず

れ
も
人
間
社
会
が
決
め
た
事
、

わ
し
が
出
る
幕
で
は
な
い
が
、

無
駄
を
削
っ
て
も
っ
と
お
年

寄
り
を
大
切
に
し
て
く
れ
。

『
長
生
き
し
て
す
み
ま
せ
ん
。

も
う
こ
れ
以
上
は
・
・
・
』

な
ん
て
願
い
事
書
か
れ
ん
よ

う
に
な
。
頼
ん
だ
ぞ
お
前
」

（
Ｋ
）

春
闘
特
集
号

沖
電
気
（
関
連
企
業
も
含
む
）

職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

生活実感 苦しいが７２％

あなたの生活には、月額で、あといくら

必要ですか。３万円以上が８３．４％

声
こ
え

なくそう貧困 変えよう格差社会

今、日本の企業が利益を上げているのに

働く人々に利益を還元しない事が、社会的問

題になっています。財界や政府も「貧困や格

差をなくす為には賃上げや労働条件の底上げ

の改善が必要だ」と言っています。 沖電気

は、現在赤字ですが過去に貯めた利益が一人

あたり約８００万円あり、世間並です。

１万円賃上げしても、その利益のたった２％

です。自信をもって要求できます。

☆
生
活
保
護
基
準
（
税
金
控
除
額
を
含
む
と
十
七
万
円
相
当
）

以
下
の
人
（
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
）
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

☆
パ
ー
ト
・
派
遣
な
ど
非
正
規
社
員
を
正
社
員
に

☆
高
卒
初
任
給
を
４
千
円
増
額
し
て
世
間
並
の
十
六
万
円
に
。

☆
誰
も
が
月
額
一
万
円
、
時
給
一
〇
〇
円
の
賃
上
げ
を

☆
平
日
の
時
間
外
割
増
率
を
世
界
並
み
の
五
〇
％
に
。

☆
付
与
さ
れ
た
有
給
休
暇
が
１
０
０
％
取
得
で
き
る
環
境
を

☆
生
産
の
海
外
移
転
・
国
内
の
雇
用
確
保
の
施
策
を

☆
タ
ダ
ば
た
ら
き
（
サ
ー
ビ
ス
労
働
）
の
根
絶

☆
総
労
働
時
間
を
１
８
０
０
時
間
に
近
づ
け
よ
う

☆
納
得
感
の
な
い
成
果
主
義
人
事
制
度
の
見
直
し
を

☆
希
望
者
は
誰
で
も
雇
用
延
長
が
出
来
る
制
度
を

☆
ス
ト
ッ
プ
改
憲
！
つ
く
ろ
う
平
和
で
公
正
な
社
会

基
本
姿
勢
（
要
約
）
＝
社
会
的
責
任

法
令
の
遵
守
・
高
い
倫
理
観
で
良
識
あ
る
行
動

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
「
快
適
で
豊
な
生
活
の
実
現
」

今
年
こ
そ

アンケート回答の構成比率困っていること

①
賃
金
が
低
い

②
老
後
・
年
金

③
人
員
削
減
・
リ
ス
ト
ラ

④
増
税

⑤
長
時
間
・
過
密
労
働

☆
実
施
〇
七
年
十
一
月
～

〇
八
年
一
月

みなさん 沖電気にも支払い能力はあります。

消費を拡大するためにも、

企業は賃上げをして欲しい。

（福田首相）

Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
行
動
規
範



派
遣

３
２
１
万
人

ピ
ン
は
ね
率
拡
大

〇
七
年
十
二
月
・
厚
生
労
働
省
は
、

派
遣
労
働
者
と
し
て
働
い
た
人
が
過

去
最
高
の
３
２
１
万
人
（
前
年
度
比

２
６
％
増
）
と
、
発
表
し
た
。
売
上

高
は
、
５
兆
４
１
８
９
億
円
（
同
３

４
・
３
％
増
）

慌
し
く
も

あ
わ
た
だ

楽
し
い
食
堂
風
景

【
蕨
・
沖
電
気
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
】

昼
の
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
食
堂

へ
飛
込
ん
で
く
る
人
が
い
る
の
は

昔
も
今
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

定
食
や
単
品
、
麺
類
の
各
コ
ー
ナ

ー
な
ど
選
択
肢
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
当
日
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
は

ア
ッ
と
い
う
ま
に
行
列
が
で
き
ま

す
。
サ
ラ
ダ
コ
ー
ナ
ー
で
は
盛
切

り
百
五
十
円
で
器
に
崩
れ
落
ち
そ

う
な
く
ら
い
の
て
ん
こ
盛
り
を
す

る
猛
者
も
。

食
費
を
少
し
で
も
抑
え
た
い
気

持
ち
よ
く
分
か
り
ま
す
。
昼
休
み

終
了
間
際
に
食
堂
に
駆
け
込
ん
で

き
た
グ
ル
ー
プ
は
会
議
が
長
び
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
年
一
年
し
っ

か
り
食
事
を
し
て
健
康
で
あ
り
た

い
も
の
で
す
。

知
ら
な
か
っ
た
退
職
金

『
年
金
ポ
イ
ン
ト
』
の
し
く
み

【
群
馬
・
富
岡
】

あ
す
な
ろ
１
月
号
の
記
事
の
内

容
に
関
し
て
、
い
く
つ
も
の
質
問

や
“
助
言
”
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
は
「
『
五
五
歳
か
ら
年
金
ポ

イ
ン
ト
が
つ
か
な
い
』
と
書
い
て

あ
っ
た
が
、
毎
月
つ
い
て
い
る
よ
。

い
い
加
減
な
こ
と
書
い
ち
ゃ
駄
目

だ
よ
」
「
年
金
ポ
イ
ン
ト
の
件
、

あ
れ
は
本
当
か
」
と
い
っ
た
趣
旨

の
も
の
で
す
。

こ
の
件
、
知
ら
な
い
従
業
員
が

多
い
よ
う
で
す
。
「
満
五
五
歳
以

上
の
付
与
停
止
」
は
退
職
金
支
給

規
程
第
一
五
条
に
書
か
れ
て
お
り
、

五
五
歳
以
降
の
毎
月
の
年
金
ポ
イ

ン
ト
は
「
利
息
ポ
イ
ン
ト
」
が
つ

い
て
い
る
だ
け
。
三
月
末
に
計
算

さ
れ
た
利
息
を
一
二
等
分
し
て
、

毎
月
「
年
金
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て

加
算
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

「
成
果
ポ
イ
ン
ト
」
も
査
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
話
す
と
、
「
そ

ん
な
と
こ
ろ
ま
で
査
定
か
。
査
定

が
悪
け
り
ゃ
二
重
三
重
に
差
が
つ

く
仕
組
み
だ
」
と
怒
っ
て
い
ま
し

た
。
「
知
ら
な
い
方
が
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
ら
な
く
て
い
い
か
も
な
」

と
は
も
う
一
人
の
弁
。
無
関
心
で

い
れ
ば
、
ま
す
ま
す
制
度
改
悪
が

進
み
ま
す
。

み
ん
な
で

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を

【
埼
玉
・
本
庄
】

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
職
場
に
は
派
遣
社
員

が
多
数
の
職
場
も
珍
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
日
中
立
っ
た
り
し
ゃ

が
ん
だ
り
、
休
む
椅
子
も
な
く
、

残
業
あ
り
の
き
つ
い
仕
事
の
た
め

や
め
て
い
く
人
も
。
ま
た
、
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
検
査
と
聞
い
て

い
た
が
、
仕
事
が
違
う
の
で
や
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
言

う
人
も
。

な
か
に
は
、
長
く
働
き
正
社
員

以
上
に
仕
事
を
し
て
い
る
人
も
多

く
い
ま
す
。
現
場
で
は
派
遣
社
員

な
し
で
は
製
品
が
出
来
な
い
ほ
ど

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
不
安

定
な
雇
用
条
件
の
た
め
い
つ
辞
め

さ
せ
ら
れ
る
か
心
配
し
て
い
る
人

も
多
く
い
ま
す
。

派
遣
社
員
、
非
正
規
労
働
者
が

こ
れ
だ
け
多
く
な
っ
た
時
代
、
正

社
員
化
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、

働
く
仲
間
の
団
結
で
派
遣
社
員
、

非
正
規
労
働
者
の
地
位
、
賃
金
、

権
利
を
勝
ち
取
り
た
い
も
の
で
す
。

「
メ
タ
ボ
」
講
習
会

お
土
産
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト

【
東
京
・
八
王
子
】

一
月
二
十
三
日
健
康
Ｏ
Ｋ
Ｉ
21

八
王
子
部
会
が
八
王
子
地
区
全
社

員
（
関
連
企
業
を
含
む
沖
健
保
加

入
者
）
を
対
象
と
し
て
「
今
日
か

ら
始
め
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
予
防
」
講
習
会
を
開
き
ま

し
た
。

講
師
に
大
塚
製
薬
の
栄
養
情
報

担
当
者
が
「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
賢

く
活
用
す
る
に
は
」
を
含
め
て
説

明
。
関
心
の
高
さ
か
？
男
女
を
問

わ
ず
参
加
者
の
多
さ
に
驚
い
た
。

ま
た
、
参
加
者
に
は
「
サ
プ
リ
メ

ン
ト
」
の
お
土
産
も
あ
り
ま
し
た
。

後
日
、
希
望
者
に
は
「
肥
満
チ
ェ
ッ

ク
」
簡
易
表
と
「
メ
ジ
ャ
ー
」
が

配
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
に
は
禁
煙

後
、
腹
回
り
が
気
に
な
り
参
加
し
、

こ
れ
を
機
に
「
５
％
の
減
量
」
に

挑
戦
し
た
い
と
決
意
し
た
人
も
。

祝
日
だ
け
は

休
み
た
い

【
埼
玉
・
ジ
ェ
イ
ア
イ
ピ
ー

テ
ク
ノ
】

０
２
年
２
月
に
本
庄
工
場
の
製

造
部
門
が
構
内
で
分
社
化
・
独
立

し
た
会
社
で
す
。
独
立
と
同
時
に

賃
金
は
三
割
も
ダ
ウ
ン
し
、
同
時

に
労
働
条
件
な
ど
も
改
悪
さ
れ
ま

し
た
。

不
満
が
多
い
の
は
沖
電
気
と
比

べ
て
年
間
の
休
日
が
少
な
い
こ
と

で
す
。
４
月
か
ら
の
カ
レ
ン
ダ
ー

で
は
、
７
月
２
１
日
（
海
の
日
）

９
月
２
３
日

（
秋
分
の
日
）
な

ど
年
・
６
日
間
の
祝
日
が
出
勤
日

に
な
っ
て
い
ま
す
。
沖
電
気
の
人

は
休
日
の
職
場
、
寂
し
く
、
悲
し

い
思
い
を
す
る
日
に
な
り
ま
し
た
。

家
族
と
の
団
欒
の
機
会
も
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。
祝
日
だ
け
は
、
沖

電
気
時
代
に
戻
し
て
ほ
し
い
。

★ 春 季 闘 争 で 安 心 し て 働 け る 環 境 の 獲 得 を ★ ２ ０ ０ ８ 年 ２ 月 第 ２ ３ ２ 号

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
⑤

生
活
環
境
も
考
慮
し
た

沖
電
気
社
長
の
存
在

七
八
年
に
沖
電
気
が
強
行
し
た
一

五
〇
〇
人
の
首
切
り
は
、
夫
婦
共
と

か
、
妊
娠
中
の
婦
人
な
ど
が
含
ま
れ
、

非
情
さ
が
、
社
会
か
ら
批
判
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
反
省
か
ら
か
、
単
身
赴

任
に
よ
る
家
庭
破
壊
が
社
会
問
題
に

な
っ
た
八
四
年
、
橋
本
南
海
男
社

長
は｢

技
術
者
は
単
身
赴
任
で

は
良
い
仕
事
が
で
き
な
い
」
と

条
件
付
な
が
ら
批
判
し
て
い
ま
す

（
貼
り
付
け
は
当
時
の
新
聞
報
道
）

「
優
秀
な
労
働
者
が
獲
得
で
き

な
い
の
は
賃
金
が
悪
い
か
ら
」

と
、
八
九
年
の
秋
に
平
均
六
千

円
の
特
別
賃
上
げ
を
し
た
の
は
、

小
杉
信
光
社
長
で
し
た
。

時
は
流
れ
て
、
九
八
年
か
ら
の
篠

塚
勝
正
社
長
時
代
・
・
・
職
場
環

境
は
悪
化
の
一
途
ー
雇
用
不
安
、
賃

金
凍
結
や
カ
ッ
ト
、
分
社
化
、
タ
ダ

働
き
、
健
康
破
壊
・
・
そ
れ
で
も
決

算
は
一
〇
年
間
で
五
度
の
赤
字
。
働

か
せ
方
な
ど
の
経
営
方
針
に
も
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

話題

一般 １５，５７７
１０，５７１

(６７，９％)

日雇い １１，３０３
６，９９５

（６１．９％）

★派遣料金と賃金：平均日額★
派遣料金は２～３％上昇しているのに

賃金は微増もしくは、ダウンしている。

◎会社が取るマージンの規制が必要

給料あがらず、税金ふえて、物価もあがる

家計に①②③トリプルパンチ
年度 平均給与・万円 税金割合％ 年収２００万円以下

2001 ４５４．０ ４．３ ８６１．５万人

2002 ４４７．８ ４．３ ８５３．０

2003 ４４３．９ ４．３ ９０２．１

2004 ４３８．８ ４．５ ９６３．２

2005 ４３６．８ ４．６ ９８１．２

2006 ４３４．９ ５．１ １０２２．８

貧
困
・
格
差
是
正
に
は
、
賃
金
底
上
げ
と
社
会
保
障
の
充
実
が
よ
く
効
き
ま
す

国
税
庁
「
民
間
給
与
実
態
調
査
」

パ
ン
チ
①

給
料

→

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
は

九
年
連
続
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま

す
。
２
０
０
１
年
か
ら
０
６

年
の
五
年
間
だ
け
で
も
、
十

九
・
一
万
円
の
減
少
で
す
。

原
因
の
一
つ
に
正
規
社
員
を

減
ら
し
、
派
遣
社
員
な
ど
不

安
定
雇
用
へ
の
置
き
換
え
が

あ
り
ま
す
。

パ
ン
チ
②
←
税
金
・
保
険
料

労
働
者
一
人
当
た
り
の
年

間
税
金
負
担
額
は
十
九
・
七

万
円
か
ら
二
十
二
・
一
万
円

に
上
昇
し
て
給
与
に
占
め
る

割
合
は
、
５
・
１
％
に
膨
れ

て
い
ま
す
。
税
・
社
会
保
険

料
の
国
民
負
担
増
は
０
２
年

～
の
主
な
も
の
だ
け
で
約
８

兆
４
億
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ン
チ
③

←
物
価

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
石
油
製

品
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の

商
品
価
格
が
上
昇
を
は
じ
め
、

パ
ン
チ
力
を
強
め
て
い
ま
す
。

直撃！ 税・社会保険料引き上げ

医療保険制度の改悪 ０２年～

所得・住民税の配偶者特別控除廃止 ０４年～

厚生・共済年金保険料引き上げ ０４年～

所得税の定率減税半減 ０６年１月

住民税の定率減税半減 ０６年６月

介護保険料の引き上げ ０６年１月～

所得税の定率減税全廃 ０７年１月

住民税の定率減税全廃 ０７年６月


